
患者様氏名: 受け持ち医師： 担当看護師：

月日

項目

胃ろうチューブの自己抜去がない

　（家族が注入手技について理解できる）

薬剤師より服薬指導を行います

（抜糸まで）

　ベッドで安静にしてください

　リハビリは中止です

　注入しているところを 　看護師と一緒に 　看護師が確認しますので

　同意書を確認します 　　見学して下さい 注入してみましょう 注入してみましょう

　　・バケツ（ふたつき）　　 　 　　　　説明します

　　・ミルトン　・酢 退院療養計画書をお渡しします

　退院（転院）の準備を始めます

　　・前開きのシャツ・タオル

上記のスケジュールに沿った入院生活になります。予定が変更になる場合がありますので、ご不明な点はお気軽にお尋ね下さい。

クリニカルパスについて説明を受けるとともに質問する機会を得ましたので、同意します。
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食事

清潔

排泄

　入浴できます

入院診療計画書（胃ろう造設目的入院）

許可があればリハビリ再開できます

　栄養剤と白湯を１日３回注
入します 　トラブルがなければ４日

目、６日目に栄養剤が増量
されます

胃ろう部の微温湯洗浄しま
す

　

術後３日目

胃ろう部の消毒を行います

　在宅に戻られる方や注入介助をご希望されるご家族の方へ

　トラブル時の対処について

達成目標

治療・薬剤
(点滴・内
服)　　処置
リハビリ

　入れ歯をはずします

前　　日

（　　／　　）

術後１日目

　抗生物質の点滴をします

　口の中をきれいにします

　ストレッチャーで内視鏡室
へ行きます

入院診療計画書をお渡しし
ます　医師・看護師より手術前
後の予定について説明がありま
す

　体を拭きます（週2回）

　
栄養剤の種類や形態につい
ては医師と栄養士が相談し
て決定します

　いつもどおりです

説明・指導

　痛みがある場合、痛み止
めをします

　固定のため腹帯をします

活動
安静度

　いつもどおりです

　ベッド上で便尿器またはオ
ムツを使用します

　夜９時から絶飲食となりま
す

白湯を注入します

許可があれば車いすに乗れます

（　　／　　） （　　／　　）～（　　／　　）

術後４～６日目術後２日目

　　・腹帯

　準備していただくもの・・・

（　　／　　）

　胃ろう造設術を実施するこ
とができる

　持続点滴を始めます

術当日・術前

※アレルギーのある方はお
知らせください

（　　／　　）

　合併症がない

トラブルなく注入できる

（　　／　　）

術当日・術後

（　　／　　）～（　　／　　）

術後９～14日目以降退院可能術後７～８日目

（　　／　　）～（　　／　　）

　　※症状の経過により、検査予定、入院期間など変わる場合は、改めてご説明します。

　３７度以上の発熱がない

　食事の取れない方には点
滴を行います

　トラブル時の対処法を理解でき
る

　栄養剤と白湯を１日に２回
（昼と夕）注入します

５日目よりシャワー浴が出来
ます

５日目より病院内自由です

胃ろう部にこよりを巻きます

8日目に抜糸します


